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「祈りの本質」

（黙3:14～22）

挽地茂男
2018.10.21 日本基督教団千歳丘教会

わたしはそれほど頻繁ではあり

ませんが、忘れ物をすることがあ

ります。忘れると困る物はいくつか

ありますが、説教の原稿はなかな

か大変です。今のように取りに帰る

ことの出来る距離に住んでいれば

いいのですが、大学のチャペルな

どの説教を頼まれて、忘れても取

りに帰れない場合は大変です。一

度、自宅からファクスで原稿を送っ

てもらったことがあります。もっと

たいへんなのが「鍵」です。建物

のある場所まで行っても、鍵がな

いと中には入れません。一度クリ

スマスに有隣ホームに出かけるの

に、まだ皆さんが後片付けで教会

におられて、教会の戸締まりの必

要がなかったものですから、うっ

かり鍵を持たずに出かけてしまっ

て、クリスマスが終わって帰ってき

ましたら、中には入れないというこ

とがありました。十時夫人に電話

をして助けていただいたのですが、

鍵がないということは決定的に困っ

た状態に陥ってしまいます。

今日は、一日研修会に参考図書

を使いますので、その第１章をでき

るだけ忠実に報告しておくことが、

午後の議論にプラスになるかと思

いましたので、そのようにさせてい

ただきました。本をお持ちでない

方もおられますので、要約・レジ

ュメというか抜粋というか、少し参

考にしていただけるものをつくって

まいりました。

Ⅰ「祈りの本質」

さてこの参考図書、Ｏ・ハレス

ビーの『祈りの世界』には鍵にな

る聖句があります。その聖句をき

ちんと押さえて

おかないと、祈

りの世界には入

れないと思われ

ます。その聖句

は祈りの本質を

示す御言葉で、

ヨハネの黙示録

３章２０節の言葉

です。もう一度お読みします。

黙3:20 見よ、わたしは戸口に立っ

て、たたいている。だれかわたし

の声を聞いて戸を開ける者があれ

ば、わたしは中に入ってその者と

共に食事をし、彼もまた、わたしと
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共に食事をするであろう。

この聖句を題材にした有名な絵が

ございます。ウィリアム・ホルマ

ン・ハントという人が描いた「戸

をたたくキリスト」という絵です

が〔皆さんのプリントの絵はハン

トの絵でありません。ハントの絵

が好きではないので〕、描かれて

いるドアには取っ手〔ドアノブ〕

がありません。取っ手は内側だけ

についていて、キリストは外側か

らただたたいているだけ、開ける

のは内側にいる本人の意志次第と

いう図になっています。

１．祈りとは何か

ヨハネの黙示録３：２０ この聖

句を鍵の聖句にして、ハレスビー

は① 祈るとは心を開いて主イエス

をお迎えすることだ、と申します。

② 私たちの祈りがイエスを動かす

のではなく、イエスがわたしたち

を動かして祈らせてくださる、と考

えるのです。祈りの考え方を逆転

するような発想です。祈りは主イエ

スの働きかけ、主イエスがわたし

たちの心のドアをノックするところ

から始まるというのです。いわば、

祈りの〈コペルニクス的転回〉と

もいうべき、発想の転換です。心

を澄ますと、主イエスのノックする

音が聞こえてきます。そして主イエ

スを心に迎え入れることによって、

親しい交わりが育てられるというの

です。③「食事をする」という言

葉は、その親密な楽しい交わりを

象徴しています。祈るということは、

わたしたちの心の内に、あるいは、

わたしたちの悩みのただ中に主イ

エスに入ってきていただくこと。そ

して、わたしたちの悩みの中で主

イエスは力を発揮されるのです。

祈りは魂の呼吸 「祈りは魂の

呼吸」だとよく言われます。わた

したちは生命を維持するために空

気を呼吸しなければなりません。

わたしたちの身体にとって、空気

を呼吸することが必要なように、わ

たしたちの魂には、祈りという呼吸

が必要なのです。① わたしたち

の身体に必要な空気は、わたした
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ちを四方から取り囲み、自然にわ

たしたちの内に入ってこようとして

います。呼吸を止めることは、吸う

よりもはるかに難しいのです。そ

れほど呼吸はわたしたちにとって

自然な営みなのです。② わたし

たちの魂の生命に必要な主イエス

は、どこでもわたしたちを自然に

囲んでいる空気のように、わたし

たちが心を開きさえすれば入って

こられるのです。口を開けば肺に

空気が入ってくるのと同じです。祈

りの結果はこの主イエスにかかって

いるのです。③ 祈る人の熱意も、

燃える思いも、祈る内容について

の明確な理解も、祈りが聞かれる

条件ではありません。祈りの結果

は、こうした祈る人の力によらない

のです。ただ主イエスの意志によ

るのです。

祈りは心の姿勢 ですから①祈

りは言葉になる前に魂の中に生じ

るのです。主イエスに向かうわた

したちの心の有り様、主イエスに
あ よ う

対して開かれた心の姿勢が祈りな

のです。マルコ2章1-12節に登場す

る中風患者にむかって、主イエス

は「子よ、あなたの罪は赦される」

と宣言されます。その宣言に至る

主イエスの動きを、その中風患者

は、目で追いかけていたことでしょ

う。ここでは祈りは眼差しになって

います。祈りは、主イエスに向かう

眼差しであり、心の姿勢なのです。

② 神は、天においてごこの眼差し

や、心の姿勢に現れた魂の祈りを

見逃されないのです。イザヤ65章

24節はこう言います。

イザ 65:24 彼らが呼びかけるより

先に、わたしは答え／まだ語りか

けている間に、聞き届ける。

③ 言葉に出すかどうかは神にとっ

て問題ではありません。それは私

たちだけの問題なのです。

２．神が祈りを聞かれる人の心の

姿勢１――無力さ

神が祈りを聞かれる人の心の姿

勢には、２つのポイントあります。１

つは「無力さ」であり、もう１つは

「信仰」です。

祈りにおける無力さ 祈りは本

質的に無力な人のためにのみ備え

られています。① 無力な人だけ
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が本当に祈ることができるのです。

祈りは無力な人のためにあります。

自分の無力さに嘆く人、その人に

こそ祈りは備えられているのです。

その人の②心の底からのうめきは、

言葉に出したあらゆる祈りにまさっ

て神の心に届くのです。人が無力

にとらえられたその瞬間から神は

聞かれるのです。③わたしたちの

無力さは、父なる神の心に届く唯

一の、絶え間ない祈りです。幼子

の泣き声を聞き逃さない母親のよ

うに、神はその人の祈りを聞き逃さ

ないのです。幼子の泣き声が何を

訴えているかを理解する母親と同

じように、神はそのうめきを理解さ

れるのです。

悩みの中で神を呼ぶ 人は悩み

の中で神を呼びます。しかし神を呼び

ながらわたしたちの心は、神が聞いて

くださるということに確信が持てないの

です。神は、無力なわたしの祈りにな

ど、聞いてくださらないと思うのです。

①「神は聞いてくださらない。わ

たしが正しく祈らないので聞いてく

ださらないのだ。わたしの祈りは

正しい祈りだろうか。それはただ

の言葉の羅列ではないだろうか。

単なる空言ではないだろうか。祈

りにもっと聖い誠実さと明確な意志

がなければ、神が聞いてくださる

祈りにならないのではないだろう

か。」わたしたちは、自分の祈りに

自信を持とうと躍起になるのです。

実は、そうではありません。無力

さのどん底にいる人は、その無力

さによって父なる神の優しい心に届

く最高の祈りを持っているのです。

悩みの中で真心から呼ぶとき、神

はもう、最初から聞いておられた

のです。② 無力さの中で主イエス

に心の戸を開いた時、主イエスは

すでにわたしたちの所に来ておら

れるのです。しかしそのときに与

えられた祈りの答えを理解でずに、

ずつと後になって理解することがし

ばしばあります。しかし主イエスは、

その理解における無力さをも退け

ず、ともにおられるのです。わた

したちはむしろ、③ 無力さという

贈り物をくださったことを神に感謝

しなければなりません。それは神

がわたしたちに与えてくださった最

大の贈り物の一つ

なのです。

霊の低さ 神は

わたしたちに無力さ

を教えるためにあ

えて、わたしたち

の霊を「低くし」、
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わたしたちの心を「打ち砕く」こと

があります。イザヤ書57章15節。

イザ 57:15 高く、あがめられて、

永遠にいまし／その名を聖と唱え

られる方がこう言われる。わたし

は、高く、聖なる所に住み／打ち

砕かれて、へりくだる霊の人と共

にあり／へりくだる霊の人に命を得

させ／打ち砕かれた心の人に命を

得させる。

わたしたちが神について理解がで

きないとき、むしろその①神の不

可解性は、わたしたちの自己満足

とうぬぼれを打ち砕くのです。そし

てわたしたちの信じる神が、わた

したちの理解を超えた神であること

を知るとき、その神にいっさいを明

け渡すことを学ぶのです。わたし

たちの無力のゆえに理解しがたい

神を信頼し、そこから得られる安

心があるのです。ですから②祈り

の霊がわたしたちの無力さを強く

自覚させるたびに、祈りの炎は燃

え上がるのです。③わたしたちの

無力さがわたしたちを神と結びつ

けます。その依

存感情は言葉で

は言い表せない

ほど強い有機的

なものにまで育

ちます。

ヨハネによる福音書15章5節。

ヨハ15:5 わたしはぶどうの木、あ

なたがたはその枝である。人がわ

たしにつながっており、わたしもそ

の人につながっていれば、その人

は豊かに実を結ぶ。わたしを離れ

ては、あなたがた

は何もできないか

らである。

３．神が祈りを聞かれる人の心の

姿勢２――信仰

無力さと信仰 神が祈りを聞か

れる人の心の姿勢の第２のものは

信仰です。無力さは信仰が結びつ

いて祈りを生み出します。わたした

ちは①正直に聖書の言葉に照らし

て自己反省するならば、自分の祈

りには信仰が欠けていることが分

かります。以下の聖書の言葉（マ

タイ21:21-22, マタイ8:13, ヤコブ1

:6-8）に照らして、自分には信仰

があると言えるでしょうか。

マタ21:21 イエスはお答えになっ

た。「はっきり言っておく。あなた

がたも信仰を持ち、疑わないなら

ば、いちじくの木に起こったような

ことができるばかりでなく、この山

に向かい、『立ち上がって、海に飛
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び込め』と言っても、そのとおりに

なる。21:22 信じて祈るならば、

求めるものは何でも得られる。」

マタ8:13 そして、百人隊長に言わ

れた。「帰りなさい。あなたが信じ

たとおりになるように。」ちょうどそ

のとき、僕の病気はいやされた。

ヤコブ1:6 いささかも疑わず、信

仰をもって願いなさい。疑う者は、

風に吹かれて揺れ動く海の波に似

ています。1:7 そういう人は、主か

ら何かいただけると思ってはなりま

せん。1:8 心が定まらず、生き方

全体に安定を欠く人です

わたしたちは②祈りが応えられ

ないのは、自分が信仰を持って祈

っていないからで、神が自分の祈

りを拒否して

おられるのだ

と考えがちで

す。しかしそ

れ は 誤 解 で

す。③ 実は、

実際、わたし

たちは自分で

考えている以上に信仰を持ってい

るのです。実際、十分に信仰を持

っているから祈るのです。

信仰のしるし 信仰のしるしは、

その人がキリストのもとに来ること

にあらわれます。①信仰の、単純

ながら明らかなしるしは、自分の

悩みを知り、無力さを認めて主イ

エスの所に行き、どんなに事態が

悪いかをあるがままに告げて、解

決を主イエスの手に委ねることで

す。（ヨハネ6:37, １ヨハネ1:9）

ヨハ 6:37 父がわたしにお与えに

なる人は皆、わたしのところに来

る。わたしのもとに来る人を、わ

たしは決して追い出さない。

一ヨハ1:9 自分の罪を公に言い表

すなら、神は真実で正しい方です

から、罪を赦し､あらゆる不義から

わたしたちを清めてくださいます。

②主イエスの所に帰って行くとき、

わたしたちはすでに十分な信仰を

持っているのです。③悩みの時に、

主イエスの所に行き、真心から信

頼を持って主イエスに告げるとき、

無力さは瞬間的に祈りに変わりま

す。④主イエスは祈りを成就させ

るために、わたしたちの信仰という

協力を必要としているのではありま

せん。信仰とは主イエスと共に歩

むことによって育つ信頼であり、神

さまからの賜物です。主イエスは

何の助けも必要としません。必要

なのは、心の戸を開いて迎え入れ

ることだけなのです。
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４．疑いと不信仰

しかしわたしたちの信仰には、

時として、疑いが入り込みます。

不信仰と疑いは別 しかし不信

仰と疑いはまったく別のものです。

①不信仰は意志の状態をいいま

す。つまり、信じないこと、自分の

悩みを認めないこと、自分の無力

さを受け入れないこと、主イエス

の所に行こうとしないこと、素直に

信頼感を持って自分の罪と悩みを

打ち明けないこと、にあらわれま

す。②疑いは、信仰に対する試練、

それに伴う苦悩なのです。しかし、

すべての苦難や苦悩は、わたした

ちに働いて益と

なります。

マルコ9章14-

19節には、汚れ

た霊に取り憑か

れた子どもを主

イエスのもとに連れてきて、主イエ

スに懇願するひとりの父親が登場

します。彼は主イエスに「できる

ならば、自分の子どもを癒やして

いただきたい」と懇願します。主

イエスはそれに答えて「できれば、

と言うのか」と切りかえされます。

③それに対して父親は「信じます。

信仰のないわたしをお赦しくださ

い」と自分の「不信仰」を認めま

す。この「不信仰」を悔いる父親

に対して、彼の子どもを癒やした

主イエスは、彼の一片の信仰を認

めているのです。完全ではなくと

も、父親には信仰があるのです。

わたしたちは、度を超えて自分の

不信仰を攻めることがあります。

完全な信仰は誰にもない しか

し完全な信仰を持つことは誰にもでき

ないのです。神によって①祈りが聞

かれる理由は、祈りの最中や祈り

の後でのわたしたちの確信や、感

じ方や、考え方とは関係がないの

です。たとえわたしたちが自分を

〈不信仰〉と断罪したとしてもそう

なのです。② わたしたちがまず自分

の悩みを持って主イエスの所に行くと

き、主イエスにすべてを委ねるとき、そ

れだけで信仰は十分であることを知る

べきです。③ わたしたちは、自分を奮

い立たせて信じる必要もありませんし、

わたしたちの心から疑いを追い出そうと

努める必要もありません。④ わたし

の信仰が弱くても、それを主イエ

スに告げさえすれよいのです。そ

のとき、わたしの悩みの中に、主

イエスをお迎えすることができま

す。そして主イエスは、祈りを聞い

て、答えてくださるのです。
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祈りにおいて、第一にわたした

ちに求められていること。それは、

心を開いて主イエスを受け入れる

ことなのです。祈りの霊が運ぶ新

たな風を、胸いっぱいに呼吸する

ことなのです〔ギリシア語 pneu/ma

プネウマは「霊」とも「風」とも

「息」とも訳す〕。

Ⅱ 黙示録3:20の言葉は、どのよ

うな教会に語られているか

ラオディキアとラオディキア教会

フルギアに属

する小アジア

西方の重要な

町で、ミアン

ダー河（メア

ンデル川）の支流ルーカス河（リ

ュコス川）沿いにあり、エフェソか

らシリアに通じる幹線道路やその他

の道路が交わる交通の便が良い

場所にありました。交通の便利さ

故に、ローマ時代に商業、経済の

発展に恵まれ、特に金融(銀行業)

の中心地でした。産業は羊毛生産

が盛んで、黒紫色の光沢のあるや

わらかい羊毛がとれたといわれま

す。ラオィデキアの経済的繁栄は、

羊毛の生産と銀行取引による収入

ルーカス河沿いのラオディキアの遺跡

によるところが大きかったのです。

その経済力は、紀元60年の地震

の際に、町が崩壊してその再建の

ために、皇帝の援助を断り自力で

町を再建したことにも示されていま

す。ラオディキアには有名な医学

校があり、特に知られていたのは

目薬で「フルギアの粉末」と油を

調合して作られました。ラオディキ

アが経済的に恵まれていたために、

人々はそのことを誇りとしていまし

た。その精神は教会にも浸透して

おり、豊かさに満足し、自らの現

実の無力な姿を認識しない微温的
ぬ る ま ゆ

な信仰に、厳しい神の言葉が突き

つけられています。

しかし第一に彼らに求められて

いた悔い改めとは、黙示録３章２０

節が示すとおり、やはり、心を開

いて主イエスを受け入れることだっ

たのです。

2018.10.21 日本基督教団千歳丘教会
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3:15 「わたしはあなたの行いを

知っている。あなたは、冷たくも

なく熱くもない。むしろ、冷たい

か熱いか、どちらかであってほし

い。

3:16 熱くも冷たくもなく、なま

ぬるいので、わたしはあなたを口

から吐き出そうとしている。

3:17 あなたは、『わたしは金持ち

だ。満ち足りている。何一つ必要

な物はない』と言っているが、自

分が惨めな者、哀れな者、貧しい

者、目の見えない者、裸の者であ

ることが分かっていない。

3:18 そこで、あなたに勧める。

裕福になるように、火で精錬され

た金をわたしから買うがよい。裸

の恥をさらさないように、身に着

ける白い衣を買い、また、見える

ようになるために、目に塗る薬を

買うがよい。

3:19 わたしは愛する者を皆、叱

ったり、鍛えたりする。だから、

熱心に努めよ。悔い改めよ。

3:20 見よ、わたしは戸口に立っ

て、たたいている。だれかわたし

の声を聞いて戸を開ける者があれ

ば、わたしは中に入ってその者と

共に食事をし、彼もまた、わたし

と共に食事をするであろう。

3:21 勝利を得る者を、わたしは

自分の座に共に座らせよう。わた

しが勝利を得て、わたしの父と共

にその玉座に着いたのと同じよう

に。

3:22 耳ある者は、“霊”が諸教会

に告げることを聞くがよい。」』」

Rev 3:14 Kai. tw/| avgge,lw| th/j evn

Laodikei,a| evkklhsi,aj gra,yon: Ta,de

le,gei o` avmh,n( o` ma,rtuj o` pisto.j kai.

avlhqino,j( h` avrch. th/j kti,sewj tou/ qeou/:

Rev 3:15 oi=da, sou ta. e;rga o[ti ou;te

yucro.j ei= ou;te zesto,jÅ o;felon yucro.j

h=j h' zesto,jÅ

Rev 3:16 ou[twj o[ti cliaro.j ei= kai.

ou;te zesto.j ou;te yucro,j( me,llw se

evme,sai evk tou/ sto,mato,j mouÅ

Rev 3:17 o[ti le,geij o[ti plou,sio,j

eivmi kai. peplou,thka kai. ouvde.n crei,an

e;cw( kai. ouvk oi=daj o[ti su. ei= o`

talai,pwroj kai. evleeino.j kai. ptwco.j

kai. tuflo.j kai. gumno,j(

Rev 3:18 sumbouleu,w soi avgora,sai

parV evmou/ crusi,on pepurwme,non evk

puro.j i[na plouth,sh|j( kai. im̀a,tia leuka.

i[na periba,lh| kai. mh. fanerwqh/| h`

aivscu,nh th/j gumno,thto,j sou( kai.

kollÎoÐu,rion evgcri/sai tou.j ovfqalmou,j

sou i[na ble,ph|jÅ



- 10 -

Rev 3:19 evgw. o[souj eva.n filw/ evle,gcw

kai . paideu ,w : zh ,l eue ou = n kai .

metano,hsonÅ

Rev 3:20 VIdou. e[sthka evpi. th.n qu,ran

kai. krou,w: eva,n tij avkou,sh| th/j fwnh/j

mou kai. avnoi,xh| th.n qu,ran( Îkai.Ð

eivseleu,somai pro.j auvto.n kai. deipnh,sw

metV auvtou/ kai. auvto.j metV evmou/Å

Rev 3:21 ~O nikw/n dw,sw auvtw/|

kaqi,sai metV evmou/ evn tw/| qro,nw| mou( wj̀

kavgw. evni,khsa kai. evka,qisa meta. tou/

patro,j mou evn tw/| qro,nw| auvtou/Å

Rev 3:22 ~O e;cwn ou=j avkousa,tw ti, to.

pneu/ma le,gei tai/j evkklhsi,aijÅ


